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９月６日に中央公民館で結婚50年記念祝賀式が行われました。村内で

結婚50年を迎えられたのは33組のみなさんです。式では市原村長が

「戦後の大変な時期を乗り越えてこられたみなさんに敬意を表します。

これからも２人お揃いで長生きしてください」と述べ、代表の狩野清次・

節子夫妻に祝詞と記念品を手渡しお祝いしました。

No.288

おめでとう
結婚50年

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.asp
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お知ら
せ

お知ら
せ 

健康コーナー

みみ んん ななのの

笑顔笑顔

高齢者福祉高齢者福祉 充実のために充実のために

下水道下水道でで住みよい村住みよい村にに

長生村のHome page
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.asp

高
齢
者
福
祉

充
実
の
た
め
に

高
齢
者
福
祉

充
実
の
た
め
に
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平
成
12
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、

第
１
次
介
護
保
険
事
業
計
画
も
３

年
目
を
迎
え
、
事
業
計
画
の
見
直

し
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
２
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
お
り
に
は
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
事
業
計

-アンケート依頼状況- 画
案
を
作
成
し
、
保
健
福
祉
・

医
療
機
関
及
び
、
被
保
険
者
の

代
表
で
構
成
す
る
「
介
護
保
険

運
営
協
議
会
」
に
諮
り
、
平
成

15
年
３
月
ま
で
に
老
人
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
い
た
し
ま
す
。

 

デイサービスでゲームを楽しむみなさん

○質問 あなたの介護は、主にどなたが行って
いますか？

その他

サービス事業者

兄弟・姉妹

親

子ども・孫

配偶者

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

32.5

55.0

0.0

0.0

5.0

7.5

主な介護者の割合は「子ども・孫」の割合が

55.0％と最も多く、「配偶者」32.5％「サービ

ス事業者」5.0％でした。

（在宅サービス利用者）

43.3

29.9

17.5

10.3
56.7

13.4

2.1

4.1

11.3無回答

わからない

その他

保険料や自己負担など経済的な
負担が重くなった

利用限度額や自己負担があり、自由
にサービスを選べなくなった

家族などの介護の負担が減った

サービスの内容などの充実について
意見や要望を言えるようになった

いろいろなサービスを受けられ、安
心して生活ができるようになった

必要なサービスを自分の希望に応じて
選ぶことができるようになった

0％　20％　40％　60％

以下、アンケート結果の抜粋を報告します

○質問 サービスを利用してみて介護保険制度に
思うことはなんですか？（複数回答）

「家族などの負担が減った」が56.7％「必要なサ
ービスを自分の希望に応じて選ぶことができるよう
になった」43.3％でした。 （在宅サービス利用者）

対象者 配布数 回収数 回収率％
居宅サービス利用者 150 97 64.7
居宅サービス未利用者 49 23 46.9
施設サービス利用者 62 49 79.0
介護支援専門員 148 122 82.4
40歳以上の住民

2,000 1,295 64.8
（無作為抽出）

合　　　　　計 2,409 1,585 65.8
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○質問 今後利用したいサービスはどれですか？
（複数回答）

○質問 本格的な高齢社会に対応して行くために
どのようなことに力を入れるべきか？（複数回答）

34.7

34.7

15.3

12.5

33.3

9.7

4.2

25.0

6.9

11.1

1.4

13.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

訪問介護（ホームヘルパーサービス）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション（デイケア）

居宅療養管理指導

福祉用具貸与

短期入所生活介護（ショートステイ）

短期入所療養介護（ショートステイ）

無回答

特定施設入所者生活介護
（ケアハウス）

「訪問介護」「訪問入浴」ともに34.7％、「通所介護」

が33.3％でした。 （在宅サービス利用者）

58.7

23.5

26.3

27.6

15.4

52.8

2.3

14.1

長生村シルバー人材センターの設立

学習や講座などについての情報提供

ボランティアグループなどの紹介・相談

高齢者のためのスポーツの場の充実

その他

無回答

老人クラブ・趣味のグループなどの
紹介・相談

高齢者を地域で見守るような住民の
助けあい活動の育成

○質問 保健福祉サービスの今後の利用意向

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
「
健
康
教
育
」
や
「
健
康
相
談
」

「
健
康
教
育
」
や
「
が
ん
検
診
」

機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
教
室
）

訪
問
指
導

配
食
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

運
動
指
導

生
活
管
理
指
導

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

介
護
用
品
の
支
給

家
族
介
護
慰
労
事
業

無回答

利用したい

利用したいと
思わない

わからない

（40歳以上の住民）

「シルバー人材育成の設立」58.7％

「住民の助け合い活動の育成」52.8％

「ボランティアの紹介・相談」27.6％

（40歳以上の住民）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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家族などを中心に自宅で

介護してほしい

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

○質問 あなたは、以下のようなサービスが今後できたらよいと思いますか？
（利用者・未利用者・40歳以上の住民別に、複数回答）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％

79.4

①訪問理容サービス

③配食サービス

④外出支援サービス

⑤その他

⑥無回答

②寝たきり高齢者寝
具洗濯サービス

74.2

72.2

76.3

10.3

15.5

78.3

65.2

65.2

78.3

17.4

17.4

85.9

83.8

83.0

86.2

9.7

9.3

①

②②

①

③ ③

④④

⑥

⑤

⑥

⑤

居宅サービス利用者 40歳以上の住民居宅サービス未利用者

無回答

○質問 今後、あなた自身の介護が必要となった
場合、どのようにしたいと考えますか？

健康について知りたいこと

は、「がんや高血圧などの生活

習慣病にならないための工夫」

が47.6％と最も多く、「痴呆の

予防」が42.4％などの順になっ

ています。 （40歳以上の住民）

47.6

2.6

42.4

8.1

27.9

8.9

20.8

22.8

15.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 50％

その他

痴呆の予防

歯の健康

寝たきり予防

運動の方法

望ましい食生活

がんや高血圧などの生活習
慣病にならないための工夫

健康診査の内容や
受け方

○質問 健康について、どのようなことが知り
たいですか？ （複数回答）

もし自分自身が介護が必要になった場合につい

て、「介護保険制度のサービスや保健福祉サービス

を活用しながら自宅で介護してほしい」が45.9％と

最も多く、「老人ホームや病院などに入所したい」

が21.5％、「家族などを中心に自宅で介護してほし

い」が14.8％となっています。 （40歳以上の住民）

介護保険制度のサービスや保健

福祉サービスを活用しながら自

宅で介護してほしい

老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど

に
入
所
（
通
院
）
し
た
い

無回答5.8％

わからない

14.8％

45.9％

21.5％

12.0％

今後に望むサービスとして、①～④は高い値を示しています。

その中でも④の「外出支援サービス」は、いずれも最も高くなっています。
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よ
り
微
生
物
が
酸
欠
に
な
る
と
効

率
的
な
汚
水
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

古
く
な
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は

凝
固
剤
で
固
め
る
な
ど
し
て
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
の
手
洗
い
は
雨
水
対
策
を

村
の
汚
水
処
理
は
雨
水
を
入
れ

な
い
「
分
流
式
」
を
と
っ
て
い
ま

す
。
屋
外
の
手
洗
い
に
は
屋
根
を

つ
け
た
り
、
栓
を
設
け
る
な
ど
し

て
雨
水
が
混
入
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

・
村
の
下
水
道
　
公
共
桝
ま
で
は

村
が
管
理
し
て
い
ま
す

加
入
の
際
に
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
「
公
共
桝
」。
こ
こ
ま

で
は
村
の
管
理
に
な
り
ま
す
。
不

具
合
が
発
生
し
た
場
合
は
、
下
水

環
境
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
公
共
桝
以
降
の
宅
内
配
管
に
つ

い
て
は
、
受
益
者
の
管
理
に
な
り

ま
す
。
宅
内
配
管
の
不
具
合
に
つ

い
て
は
、
工
事
を
施
工
さ
れ
た
指

定
店
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

村
の
下
水
道
事
業
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
が
な
く
て
は
進
め
て

い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

供
用
の
開
始
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
３
年
以
内
の
水
洗
化
へ
。

ま
た
、
そ
の
地
域
の
中
で
浄
化
槽
が
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
に
お
い

て
は
、
１
年
以
内
に
接
続
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
大
量
の
油
を
下
水
道
に
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
流
入
し
た
汚

水
は
た
く
さ
ん
の
微
生
物
に
よ
り

分
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
油
の
膜
に

み
ん
な
が
快
適
に
使
う
た
め
に

接
続
済
み
の
家
庭
へ
の
お
願
い

ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
下
水
道
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
と
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
ト
イ
レ
・
台
所
・
浴
室
か
ら
の

汚
水
を
直
接
排
水
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
浄
化
槽
に
比
べ
、
宅
内
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
あ

り
、
維
持
管
理
に
か
か
る
経
費

の
軽
減
が
で
き
ま
す
。

③
汚
水
の
た
ま
り
場
と
な
る
浄
化

槽
が
な
く
、
ま
た
道
路
側
溝
な

ど
へ
の
汚
水
の
流
入
が
な
い
の

で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
及
び
悪

臭
を
防
げ
清
潔
で
快
適
な
生
活

が
で
き
ま
す
。

下
水
道
は
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト

下水道下水道で住みよい村住みよい村に
長生村の浄化センター
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汚
水
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
る
か
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

希
望
さ
れ
る
人
は
下
水
環
境
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
10
人
以
上
40
人
以

内
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体
で

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
見
学
で
き
る
曜
日
及

び
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

の
間
で
、
説
明
及
び
施
設
見
学

を
含
め
て
１
時
間
以
内
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
小
学
校
３
・
４
年
生
は
、
授

業
で
「
下
水
道
」
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
住
民
の

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
見
学
を

し
、
下
水
道
を
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。

村
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
試
験
実
施
機
関

日
本
下
水
道

協
会
千
葉
県
支
部
事
務
局

（
千
葉
市
下
水
道
総
務
課
内
）

０
４
３
（
245
）
５
４
０
４

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
、
日
本

下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部
に
よ
る

平
成
14
年
度
の
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
が
、
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
に
な
る
に
は
、
こ

の
資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
試
験
日

平
成
15
年
２
月
２
日

（
日
）

◇
試
験
会
場

幕
張
メ
ッ
セ
　
国

際
会
議
場

◇
受
験
資
格

修
学
歴
・
職
歴
に

よ
り
下
水
道
排
水
設
備
工
事
に

関
す
る
一
定
の
経
験
年
数
な
ど

を
有
す
る
人

◇
受
験
申
込
用
紙
配
布
期
間

10
月
15
日
（
火
）
〜
11
月
６
日

（
水
）

◇
受
験
申
込
用
紙
配
布
場
所

下
水
環
境
課

日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

事
務
局
（
千
葉
市
下
水
道
総
務

課
内
）

◇
受
験
申
込
受
付
日

11
月
５
日
（
火
）
・
６
日
（
水
）

◇
受
験
申
込
受
付
場
所

下
水
環
境
課

平
成
14
年
度
下
水
道
排
水
工
事

責
任
技
術
者
試
験

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
の

あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

村
で
は
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ト
イ
レ

を
改
造
す
る
工
事
や
接
続
の
た
め

の
工
事
費
用
及
び
排
水
設
備
工
事

の
改
造
資
金
に
つ
い
て
、
融
資
あ

っ
せ
ん
と
利
子
補
給
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

条
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
対
象
と
な
る
融
資
あ
っ
せ
ん
額

対
象
工
事
１
件
に
つ
き
５
万
円

以
上
40
万
円
以
内

○
償
還
期
間

36
カ
月
以
内
、
元
利
均
等
月
賦

償
還

○
利
子
補
給
の
対
象

改
造
資
金
融
資
額
の
利
子
（
利

子
補
給
金
と
し
て
交
付
）

※
金
融
機
関
の
事
前
審
査
に
よ
り

申
請
者
が
必
ず
し
も
受
け
ら
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

長
生
村
汚
水
適
正
処
理
構
想
の

見
直
し

千
葉
県
で
は
今
、
平
成
８
年
度

に
策
定
し
た
「
全
県
域
汚
水
適
正

公
共
桝
か
ら
宅
内
の
排
水
工
事

や
、
水
洗
便
所
へ
の
改
造
工
事
を

行
う
場
合
に
は
、
村
条
例
な
ど
で

設
備
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
長
生
村
指
定
の
工

事
店
へ
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
指
定
工
事
店
は
、
工
事
に

必
要
な
手
続
き
の
代
行
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

村
で
は
指
定
店
の
あ
っ
せ
ん
は

出
来
ま
せ
ん
が
指
定
を
受
け
て
い

る
事
業
者
の
紹
介
は
い
た
し
ま
す
。

ど
こ
へ
依
頼
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
下
水
環
境
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。（

32
）
２
４
９
４

こ
ん
な
制
度
も
あ
り
ま
す

未
来
を
み
つ
め
た

汚
水
処
理
を
め
ざ
し
て

処
理
構
想
の
見
直
し
」
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

長
生
村
で
も
県
の
見
直
し
作
業

を
受
け
て
「
長
生
村
汚
水
適
正
処

理
構
想
の
見
直
し
」
と
し
て
、
各

種
の
汚
水
処
理
施
設
（
公
共
下
水

道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
）

の
整
備
を
計
画
的
、
効
率
的
か
つ

適
正
に
実
施
す
る
た
め
に
、
本
年

度
内
を
目
標
に
構
想
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

宅
内
の
排
水
設
備
工
事
は

村
の
指
定
し
た
指
定
店
で
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◇
と
　
き

10
月
１
日
（
火
）

〜
12
月
31
日
（
火
）

◇
と
こ
ろ

長
生
郡
市
内
の
医

療
機
関

◇
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
人
（
実
施
期

間
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
を

含
む
。
た
だ
し
、
誕
生
日
以

降
に
実
施
す
る
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く

国
民
年
金
制
度
は
、
国
が
責

任
を
も
っ
て
将
来
の
年
金
受
取

り
額
と
納
め
る
保
険
料
額
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
運
営
し

ま
た
、
現
役
世
代
が
高
齢
世
代

を
支
え
る
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
の
仕
組
み
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
年
金
制
度
へ
の
未
加

入
や
保
険
料
の
未
納
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
割
合

は
対
象
者
の
約
５
％
程
度
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
年
金
制
度
が

「
つ
ぶ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
み
な

さ
ん
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
制
度
推
進
月
間
を
機
に

正
し
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

10
・
11
月
は

制
度
推
進
月
間

◇
と
　
き

10
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
雨
天
の
場
合
は
11
月
10
日

（
日
）
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
】

◇
と
こ
ろ

長
生
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク

◇
内
　
容

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
映
写
会
、

10
月
11
日(

金)

か
ら
17
日(
木)

は
、
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

建
築
物
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。

違
反
建
築
防
止
週
間
を
き
っ

か
け
に
、
自
分
の
所
有
す
る
建

築
物
が
法
令
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
建
築
士
と
相
談
す
る

な
ど
点
検
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
週
間
に
は
一
斉

公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
　

（
32
）
２
４
９
３

建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
用
途
地
域
の
一
部
に

つ
い
て
、
現
在
定
め
ら
れ
て
い

る
建
ぺ
い
率
の
数
値
を
都
市
計

画
の
決
定
事
項
と
し
て
表
記
す

る
も
の
で
す
。

10
月
27
日
（
日
）
に
参
議
院

千
葉
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
は
、
10
月
10
日

(

木)

の
告
示
日
か
ら
26
日(

土)
の

投
票
日
前
日
ま
で
、
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
を
含
む
毎
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
２
階

総
務
課
）
で
で
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
選
挙

管
理
委
員
会（

32
）
２
１
１
１

※
選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
み
で

配
付
し
ま
す
。
10
月
20
日(

日)

の
朝
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

10
月
４
日
か
ら
千
葉
県
内
の

す
べ
て
の
使
用
者
及
び
労
働
者

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最

低
賃
金
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

◇
時
間
額

６
７
７
円
（
従
来

は
６
７
６
円
）

※
今
回
か
ら
地
域
別
最
低
賃
金

は
時
間
額
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
労
働
局

賃
金
室

０
４
３
（
221
）
２
３
２
８

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種

第
14
回
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
２
０
０
２
開
催

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
す

用
途
地
域
の
変
更
案

縦
覧
に
つ
い
て

参
議
院
議
員
の

補
欠
選
挙
（
予
定
）

千
葉
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

用
途
地
域
の
変
更
案
は
、
10

月
４
日
（
金
）
か
ら
10
月
18
日

（
金
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
ま
で
都
市
計
画
課
に
お

い
て
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
人
は
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
郵
送
の
場
合
は
、
同
期

間
中
の
消
印
有
効
）

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
障
害
を
有
す
る
人

◇
接
種
料
金

１
、
０
０
０
円

（
自
己
負
担
）

◇
接
種
日
及
び
受
付

実
施
期

間
中
に
各
医
療
機
関
へ
直
接

電
話
し
、
予
約
す
る

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

※
65
歳
以
上
の
該
当
者
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
予
診
票
を
送
付
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
届
い
て
い

な
い
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接

種
希
望
者
は
、
説
明
書
を
よ
く

読
み
予
診
票
を
正
確
に
記
入
し
、

不
明
な
点
は
医
師
に
相
談
し
た

上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

花
木
の
販
売
、
資
源
ご
み
回
収

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
広

域
市
町
村
圏
組
合
　
環
境
衛

生
課
管
理
係（

23
）
４
９
４
４

「県税の休日納税窓口」を長生支庁税務課で開設します。今月は20日（日）午前９時～午後５時
自動車税などの県税を取り扱います。問い合わせは、長生支庁税務課　　 22ｰ1721 まで
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作業時期 目 　 的 作　業　内　容 注　意　点

取 水 時 侵入防止 水田取水口に銅製の金網を設置する。 網目は5㎜以下にする。

畦畔に30㎝程度の波板を設置する。 畦畔はできるだけ高くする。

移 植 時 食害防止 移植を早めにする。 遅植えは、貝の活動が活発になり食害を

移植苗を大きくする。 受けやすい。

パダン粒剤４（60～100g/箱）又はエカマート

粒剤（80～100g/箱）を施用する。

移植後の 食害防止 移植後２～３週間、浅水管理を行う。 水深の深いところに多く生息する。

水 管 理

移植後の 殺　　貝 キタジンＰ粒剤（3～5㎏/10a）を散布する。 湛水状態で散布、１週間程度排水しない。

本田施用 食害防止 エカマート粒剤（3～4㎏）、パダン粒剤４（4㎏） 湛水状態で散布、１週間程度排水しない。

ルーバン粒剤（4㎏）のいずれかを散布する。

殺　　貝 成貝、卵塊を見つけ次第捕殺する。特に、卵塊は 全期間、見つけ次第実施する。

産卵後早期に水中に払い落とすと有効です。 用排水路を含め、地区全体で実施すると

効果が高い。

収 穫 後 殺　　貝 湛水状態を3～4日続けジャンボタニシが活動を 水温が20℃以上の時期に実施する。

９月 始めたら、石灰窒素を20～30㎏/10a（湛水深 肥沃な土壌では、翌春の施肥設計に注意

5㎝で石灰窒素を15㎏が基本）散布し、さらに、 する。（N成分で１㎏程度減らす）

10月 5～6日湛水状態で放置し、自然減水させる。 石灰窒素は魚介類に影響するので河川な

どに流出、飛散しないようにする。

１月 殺　　貝 最も寒い時期に耕起し、越冬中の貝を寒気にさ 浅く細かく耕すと、貝が破壊できる。

らし殺貝する。 数回耕すと効果的です。

２月

10月 殺　　貝 越冬場所である用排水路の泥上げ、雑草除去、 地区全体で実施する。

不要水の落水を行い、生息環境を除去する。

３月

これで減らせる！

ジャンボタニシジャンボタニシの被害！！
近年、海岸地帯から平野部の広範囲の水田や用排水路で、ジャンボタ

ニシ（スクミリンゴガイ）の発生が目だっています。ここ２～３年は実

害も発生していますので、下の表のとおり対応してください。

〜

〜

〜

４
月

〜
５
月

ピンク色の
卵で、よく
目だちます

願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
推
進
員

千
葉
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
国
民
年
金
推
進
員
に
よ
る

電
話
や
戸
別
訪
問
を
行
い
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内
を

し
て
い
ま
す
。
夜
間
や
休
日
に

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
国
民
年
金
推
進
員
は
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
で
、
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
訪
問
活
動
な
ど
を

専
門
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
社
会
保

険
事
務
所

０
４
３
（
242
）
６
３
２
７

村
で
は
、
村
民
の
持
家
の
普

及
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
住
宅
建
設
資
金
利
子
補

給
事
業
制
度
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
12
月
末
の
採
択
分
を

以
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
す
で
に
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
　

（
32
）
２
４
９
３

利
子
補
給
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

浅
く
細
か
く
耕
し
貝
を
破
壊
す
る
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村村のの
でできき

ごごとと

いろ
いろ

９
月
15
日
に
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
、
第
37
回
敬
老
の
日
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
老
人
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
９
人
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
参
加
し
た
み
な
さ

ん
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

宮成老人クラブのみなさんによる踊り「初孫」

敬
老
の
日
式
典
で
表
彰
さ
れ
た

人
は
、
老
人
福
祉
活
動
を
行
い
福

祉
の
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
た
み
な

さ
ん
で
す
。

表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

長
谷
川
　
民
夫
（
八
積
金
田
）

高
仲
　
　
ま
す
（
八
積
七
井
土
）

市
東
　
　
文
哉
（
八
積
西
部
）

鈴
木
　
　
一
郎
（
八
積
信
友
友
梅
会
）

古
山
　
　
て
る
（
高
根
東
部
）

久
我
　
　
き
く
（
高
根
宮
成
）

海
老
根
美
津
子
（
高
根
西
寿
会
）

岡
本
　
　
静
江
（
一
松
中
瀬
）

森
　
　
　
カ
ツ
（
一
松
西
部
長
寿
会
）

と
て
も
元
気
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

謝辞を述べる老人クラブ
連合会長の神谷良成さん

「越中おわら節」を披露する
金田老人クラブのみなさん

カラオケを熱唱する中瀬老人クラブのみなさん

村長から感謝状が手渡されました

11

９
月
７
日
に
長
生
中
学
校
で
体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
雨
が

降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の
天

候
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
ぬ
か
る
み
競
技

中
に
転
倒
者
が
続
出
し
、
ト
ッ
プ
の
入

れ
替
わ
り
の
激
し
い
レ
ー
ス
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
14
日
に
は
高
根
小
学
校
で
大
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
に
も
雨
が

降
り
出
し
そ
う
な
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲

の
下
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ

ー
が
雨
を
吹
き
飛
ば
し
、
最
後
ま
で
競

技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

秋
の
大
運
動
会

早くゴールへ行かなくちゃ（高根小）

８月21日に高根保育所の年長さん29人が、酒井

雅二さん（南部）の家の梨園で梨狩りをしました。

実際に木になっている梨を見たり、自分たちで選

んだ梨を踏み台に上がってもぎ取るはじめての体

験に、子どもたちは大はしゃぎ。もいだ梨を抱え

て大満足！

梨もいじゃった

もぎたての梨を手に笑顔の子どもたち

９
月
16
日
に
一
松
海
岸
で
、
九
十
九

里
海
岸
ク
リ
ー
ン
対
策
協
議
会
主
催
に

よ
る
海
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
観
光
協
会
や
、
育
成

会
、
環
境
美
化
推
進
員
、
土
木
組
合
、

商
工
会
、
不
法
投
棄
監
視
員
、
海
の
家

組
合
、
民
宿
組
合
、
一
般
の
人
な
ど
お

よ
そ
２
３
０
人
。

海
岸
は
台
風
の
影
響
で
ご
み
が
い
っ

ぱ
い
。
約
２
時
間
の
ご
み
拾
い
で
、
ト

ラ
ッ
ク
７
台
分
の
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

き
れ
い
な
海
岸
を

守
り
ま
し
ょ
う

台風の影響で流木や竹が多く見られました

9月10日に尼ヶ台総合公園でシートベルト着用

推進キャンペーンが行われました。

公園の駐車場には事故の衝撃を体験できるコン

ビンサーが設置され、時速５㎞での衝突を実際に

経験し、参加者は改めてシートベルトの必要性を

実感していました。

車に乗ったら忘れずに



▽
と
　
き

10
月
24
日
（
木
）

12

健
診
と
予
防
接
種

▽
三
種
混
合

と
　
き
＝
10
月
３
日
（
木
）

24
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
11
年
６
・
７
月
生
）

と
　
き
＝
10
月
９
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
成
人
歯
科
健
診

と
　
き
＝
10
月
15
日
（
火
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

10
月
４
日
（
金
）

18
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

二
歳
児
教
室

（
Ｈ
12
年
５
月
〜
８
月
生
）

高齢者と子どもたちのふれあい

16
日
（
水
）

17
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
13
年
10
・
Ｈ
14
年
３
・

６
月
生
）

と
　
き
＝
10
月
23
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

９月10日、第３回保健衛生推進員中央研修会が

保健センターで行われました。

今回は、「子どもの手づくりおやつ」の調理実習

で、クッキーを作りました。これは10月８日、29

日、30日に予定されている「ちびっこクッキング」

で実際に作るもので、保育所のお子さんたちといっ

しょに作る前に、私たち推進員で試作してみました。

子どものころから、食を通して多くの体験をする

ことによって、将来の食生活にも良い意味で大きな

影響を与えると思います。その体験が楽しいもので

あればあるほど、その子にとって大きな糧となるこ

とでしょう。

私たちの活動

が、子どもたち

の健やかな成長

のお手伝いとな

ればと頑張って

います。

今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ

ば
」
は
３
日
（
木
）
と
21
日

（
月
）
で
す
。

時
間
は
午
前
９
時
〜
正
午
ま

で
で
す
。

午
前
９
時
45
分
か
ら

▽
内
　
容

歯
み
が
き
の
仕
方

と
親
子
遊
び
な
ど

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

検
査
・
尿
検
査
・

尿
中
塩
分
測
定
・

み
そ
汁
塩
分
測
定
・

保
健
指
導
・
栄
養
指

導
な
ど

※
４
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

保健衛生推進員さんの調理実習
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保健師だより

あなたの歯歯は

だいじょうぶだいじょうぶ ??
今月の担当は小高です

年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
歯
を

失
う
最
大
の
原
因
は
「
歯
周
病
」

で
す
。
国
で
は
80
歳
で
自
分
の

歯
を
20
本
残
そ
う
と
「
８
０
２

０(

は
ち
ま
る
に
い
ま
る)

運
動
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
高
年
に
な
る
と

歯
周
病
が
進
行
し
て
く
る
人
が

多
く
、
40
歳
以
上
で
み
る
と
、

喪
失
す
る
歯
の
６
割
以
上
は
歯

周
病
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
歯
周
病
と
は

歯
周
病
は
歯
茎
の
最
も
外
側

に
あ
る
歯
肉
だ
け
が
炎
症
を
起

こ
す
「
歯
肉
炎
」
と
、
歯
茎
の

内
側
に
あ
る
歯
根
膜
や
歯
髄
骨

ま
で
破
壊
さ
れ
る
「
歯
周
炎
」

と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
成
人
に

な
っ
て
起
こ
る
歯
周
病
の
多
く

は
、
ま
ず
歯
肉
炎
が
起
こ
り
、

そ
れ
が
歯
周
炎
へ
進
行
す
る
と

い
う
経
過
を
た
ど
り
ま
す
。

歯
周
病
の
多
く
は
、
歯
と
歯

茎
の
境
の
部
分
に
「
プ
ラ
ー
ク

（
歯
垢
）」
が
付
く
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
と

は
何
十
種
類
も
の
細
菌
が
集
ま

っ
て
い
る
塊
の
こ
と
で
、
食
べ

物
の
カ
ス
な
ど
を
栄
養
と
し
て

増
殖
し
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
を
放

置
し
て
お
く
と
、
細
菌
が
出
す

物
質
に
よ
っ
て
歯
茎
の
最
も
外

側
に
あ
る
歯
肉
に
炎
症
が
起
き

ま
す
（
歯
肉
炎
）。

歯
肉
炎
が
進
行
す
る
と
細
菌

の
毒
素
に
よ
っ
て
歯
と
歯
茎
の

境
が
少
し
ず
つ
破
壊
さ
れ
「
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
溝
が
で

き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
に
も

プ
ラ
ー
ク
や
歯
石
（
歯
垢
が
石

灰
化
し
た
も
の
）
が
付
き
、
歯

根
膜
や
歯
槽
骨
ま
で
破
壊
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
歯
周
病
」
で
す
。

◎
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

食
べ
物
の
カ
ス
を
除
去
す
る

だ
け
で
は
、
歯
周
病
や
虫
歯
を

予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
プ
ラ
ー
ク
を
取

り
除
く
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ー
ク

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

①
歯
ブ
ラ
シ
を
吟
味
す
る
（
ヘ

ッ
ド
が
小
さ
く
、
毛
に
弾
力
性

の
あ
る
、
柄
が
ま
っ
す
ぐ
で
首

が
細
い
物
を
選
ぶ
）

②
食
べ
た
ら
磨
く
を
習
慣
に

③
歯
と
歯
茎
の
境
目
に
注
意
を

払
う
（
歯
周
病
の
原
因
と
な

る
の
は
、
歯
と
歯
茎
の
境
目
に

付
着
す
る
プ
ラ
ー
ク
で
す
。
磨

き
残
し
が
な
い
か
ど
う
か
、

時
々
市
販
の
染
め
出
し
剤
で
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
）

④
磨
き
方
は
「
直
角
」
と
「
小
刻

み
」
を
順
序
よ
く

⑤
１
日
１
回
は
歯
間
ブ
ラ
シ
や

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を

◎
健
診
の
す
す
め

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期

健
診
を
受
け
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
た
め
、
年
に
１
回
成
人
歯

科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日

程
は
右
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。
40
〜
65
歳
ま
で
の
希
望
さ

れ
る
人
は
受
診
で
き
ま
す
。

当
日
は
歯
科
医
師
の
診
察
を

は
じ
め
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。
定
期
検
診
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
利
用
し
、
歯
の
健
康
状
態
を

把
握
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

希
望
者
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①歯茎からの出血
□なし・・・・・・・・・・０点

□歯磨き時に出血する・・・１点

□唾液に血液が混じる・・・２点

②歯茎の腫れ
□なし・・・・・・・・・・０点

□腫れたことがある・・・・１点

□いつも腫れて痛い・・・・２点

③口の中のにおい
□なし・・・・・・・・・・０点

□人ににおいを指摘される・１点

□使用後のデンタルフロス

がにおう・・・・・・・・２点

④寝起きの口の中
□さっぱりしている・・・・０点

□ねばつく・・・・・・・・１点

□膿や血が出ている・・・・２点

⑤食後、歯にものが挟まる
□なし・・・・・・・・・・０点

□時々ある・・・・・・・・１点

□よく挟まる・・・・・・・２点

⑥歯のぐらつき
□なし・・・・・・・・・・０点

□わずかに動く・・・・・・１点

□ものがかめない・・・・・２点

①～⑥までの合計点が
・０点の場合は、健康です。この状態を保ちましょう。

・１～６点の場合は、歯周病が進行中です。要注意。

・７～12点の場合は、重症の歯周病です。必ず治療を！

～～ 歯 周 病 自 己 チ ェ ッ ク 法歯 周 病 自 己 チ ェ ッ ク 法 ～～
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　
　
　

親
　

地
　
区

岩
崎
　
歩
菜

昭
弘
　
昭
　
和

宍
倉
　
七
海

晴
行
　
信
　
友

米
倉
　
拓
未

哲
司
　
宮
ノ
台

緑
川
　
直
希

祥
一
　
金
　
田

久
保
田
　
葵

一
男
　
下
　
村

岩
瀬
　
友
香

正
樹
　
高
根
新
屋
敷

出
生
・
死
亡
（
８
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

公
民
館
の
陶
芸
教
室
で
陶
芸
を

始
め
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
現
在

は
創
陶
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
に
電
動
ろ
く
ろ
を
使
っ
て

「
袋
も
の
」
を
中
心
に
創
作
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
「
か
ざ
り
つ
ぼ
」

で
す
。
口
、
胴
体
、
高
台
と
３
つ

の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
れ
た
作
品

に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

工
程
は
、
良
く
練
っ
た
粘
土
を

ろ
く
ろ
に
乗
せ
、
ろ
く
ろ
を
回
し

な
が
ら
ず
ん
胴
の
器
を
作
り
ま
す
。

次
に
コ
テ
を
使
っ
て
胴
体
を
膨
ら
ま

せ
ま
す
。
内
側
に
コ
テ
を
入
れ
胴
体

の
半
分
ま
で
徐
々
に
膨
ら
ま
せ
、
程

よ
く
膨
ら
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
絞
り
は

じ
め
、
最
後
に
口
の
部
分
を
絞
り
出

し
ま
す
。
こ
の
工
程
で
の
ろ
く
ろ
の

ス
ピ
ー
ド
に
は
特
に
気
を
使
い
ま

す
。
乾
い
て
か
ら
高
台
を
削
り
出
し

形
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
素
焼
き
を

し
て
、
最
後
に
釉
薬
を
か
け
、
焼
き

上
が
り
の
色
が
楽
し
み
な
還
元
焼
成

で
焼
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
釉
薬
の
研
究
な
ど

を
し
て
、
陶
芸
の
幅
を
広
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
仲

間
を
募
集
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く
作

品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

松崎　安次さん
（岩沼）

10
月
26
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第

57
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
に
、
ク

レ
ー
射
撃
（
ス※

キ
ー
ト
の
部
）
で

安
生
哲
也
さ
ん
（
昭
和
）
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

安
生
さ
ん
は
、
８
月
21
日
に
成

田
市
で
開
催
さ
れ
た
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
（
１
都
７
県
で
開
催
）
に

千
葉
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
団

体
４
位
、
個
人
３
位
と
い
う
す
ば

ら
し
い
成
績
を
納
め
、
国
体
へ
の

出
場
権
を
射
止
め
ま
し
た
。

安
生
さ
ん
は
昨
年
も
国
体
予
選

に
参
加
し
、
惜
し
い
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
た
の
で
す
が
、
苦
や
し
涙
を

の
ん
だ
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
こ
れ
を
バ
ネ
に
本
大
会
で
の
健

闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

が
ん
ば
れ
安
生
哲
也
さ
ん
！

※

ス
キ
ー
ト
射
撃
は
、
左
右
か
ら

飛
び
出
す
ク
レ
ー
を
１
番
〜
８
番

ま
で
撃
つ
射
台
を
替
え
な
が
ら
競

技
が
進
行
し
ま
す
。
射
台
に
よ
っ

て
ク
レ
ー
の
飛
行
方
向
が
違
っ
た

よさこい高知国体
がんばれ安生さん！

練習に励む安生さん

り
、
ま
た
２
枚
の
ク
レ
ー
が
同

時
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,301人(+11)

女　7,345人 (+8)

計 14,646人(+19)

■世帯数

4,869戸 (+13)

９月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

菊
池
　
初
枝
　
58
歳
　
宮
ノ
台

木
島
　
政
勝
　
80
歳
　
大
　
根

小
倉
　
ま
す
　
78
歳
　
新
　
田

石
塚
　
公
一
　
82
歳
　
岩
　
沼

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

戦い終えて

お見事！！

中学校の体育祭。雨降って、

滑って転んで、十分すぎるほど

記憶に残る体育祭でしたね。

最後のきめも見事に決まりました。

驚老人クラブのみなさんによる華麗

な踊りでした。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

ぼくのゆめは、お父さんのようにお

すしやさんの、てんちょうになって、

おきゃくさんが、いっぱいくるように

がんばって、お父さんのおてつだいを

したいです。

細谷　昇平くん

一　松　小

３　年

私の夢は、お父さんの店をつぐこと

です。そして、お父さんのような店長

になりたいです｡お父さんの店は、も原

にある来こうというお店です｡お父さん

の味もつげたらいいなと思います｡

高仲　舞さん

八　積　小

４　年



大

木

一

寛

16

？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
２～３年前から稲作に被害を及ぼしている貝は、

ジャンボ何と言いますか？

１、サザエ　２、アワビ　３、タニシ

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょうせ

いに対する意見を記入して応募してください。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り 10月15日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げます。

◇先月の答え ２、くらげ

◇当選者　渡辺　司さん、佐藤拓人さん
松本　健さん

心に
残る旅

人人人人シリーズ

「
村
の
青
年
団
の
団
長
を
務

め
て
い
た
昭
和
61
年
に
、
長
生

村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

（
以
下
、
明
推
協
）
の
会
員
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
う

16
年
に
な
り
ま
す
ね
。
こ
ん
な

に
長
く
や
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
ま
さ
か
会
長
に
な

る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
ね
」
と
会
員
に
な
っ
た

と
き
の
こ
と
を
振
り
返
り
話
す

の
は
明
推
協
会
長
の
大
木
一
寛

さ
ん
（
新
地
）
で
す
。

「
会
長
に
な
っ
た
の
は
平
成

12
年
の
６
月
で
す
。
会
員
で
あ

っ
た
期
間
が
長
か
っ
た
し
、
な

に
よ
り
前
会
長
の
意
志
を
継
ぐ

と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
引
き
受

け
ま
し
た
。
前
会
長
に
は
、
明

推
協
に
関
す
る
心
構
え
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
か
ら
ね
」
と
会
長
に
な

っ
た
い
き
さ
つ
を
話
し
ま
す
。

「
会
長
に
な
っ
た
と
き
は
正

直
な
と
こ
ろ
、
逃
げ
出
し
た
い

よ
う
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
な
っ
た
以
上
は
そ

う
も
行
か
な
い
の
で
全
力
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
何
事
も
中

途
半
端
に
や
る
と
寝
覚
め
の
悪

い
性
分
で
す
か
ら
ね
」
と
笑
い

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
明
推
協
の
仕
事
は
有
権
者

の
み
な
さ
ん
に
選
挙
を
棄
権
し

な
い
よ
う
に
、
進
ん
で
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
お

店
な
ど
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
貼

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し

おおき・かずひろ　昭和35年6月6日新地
生まれ。

昭和61年6月に長生村明るい選挙推進

協議会会員となり、平成12年6月から同

協議会の会長を務める。また、平成14年

7月から長生郡市明るい選挙推進協議会の

副会長も務める。

平成10年から長生村青少年相談員連絡

協議会で青少年相談員としても活躍して

いる。

意
志
を
伝
え
る
た
め
で
す

さ
ん

環
境
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
大

地
、
北
海
道
。
日
本
海
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
に
囲
ま
れ
た
雄
大
か

つ
変
化
に
富
む
山
岳
、
広
大
な

湿
原
、
美
し
い
景
観
の
天
然
の

湖
、
沼
な
ど
。

二
十
数
年
前
に
妻
と
訪
れ
今

回
が
二
回
目
の
旅
行
と
な
っ
た
。

旭
岳
か
ら
の
眺
望
、
ま
た
大
雪

山
を
含
む
風
景
の
遠
望
は
あ
ま

り
に
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
果
て
し
な
い
大
風

景
に
魅
了
さ
れ
て
心
が
洗
わ
れ
、

毎
日
の
生
活
か
ら
の
脱
皮
を
思

う
存
分
味
わ
う
こ
と
も
で
き
、

妻
へ
の
最
高
の
恩
返
し
に
も
な

っ
た
気
が
す
る
。

自
然
の
宝
庫
、
知
床
半
島
で

は
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
、

ウ
ミ
ネ
コ
な
ど
多
く
の
野
生
動

鈴
木
勝
幸
（
新
　
田
）

す
ば
ら
し
き
北
の
大
地

も
選
挙
し
だ
い
で
す
。
き
れ
い

な
、
不
正
の
な
い
明
る
い
選
挙

を
行
い
、
有
権
者
は
そ
れ
を
棄

権
せ
ず
に
自
分
の
意
志
で
投
票

す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
み

ん
な
が
思
い
や
り
の
あ
る
、
本

当
の
意
味
で
の
豊
か
な
国
創
り

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
呼

び
か
け
、
棄
権
防
止
に
努
め
る

の
が
明
推
協
の
使
命
だ
と
思
い

ま
す
。
明
る
い
選
挙
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
」
と
今
後
に
か
け

る
強
い
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
料　理

講師の高師さん

い か の ト マ トい か の ト マ ト 煮煮
●材　料
・生するめいか・・・・・・１杯
・玉ねぎ・・・・・・・・・200ｇ
・なす・・・・・・・・・・２個
・マッシュルーム・・・・・小１缶
・オリーブ油・・・・・・・大さじ１
・にんにく・・・・・・・・２片
・赤唐辛子・・・・・・・・１本
・トマト水煮缶・・・・・・１缶
・砂糖・・・・・・・・・・小さじ１
・塩・・・・・・・・・・・小さじ１
・こしょう・・・・・・・・少々
・オレガノ・・・・・・・・小さじ１
・パセリ・・・・・・・・・１枝
☆エネルギー138kcal たんぱく質11.9ｇ　脂肪4.0ｇ

●作り方
①いかは、ワタごと足を引き抜き軟骨をはずし、よく洗って
水気をふき取り、薄皮をむき、１㎝幅に切る。ゲソは1本
ずつ離し、長いものは半分に切る。
②玉ねぎは薄切り、なすは乱切りにし水にさらす。マッシュ
ルームは汁気を切る。
③にんにくはみじん切り、赤唐辛子は種を除く。パセリはみ
じん切りにし､水にさらし水気を切る。
④フライパンにオリーブ油、にんにく、赤唐辛子を入れ火に
かけ香を出す。玉ねぎ、なす、マッシュルームを加え炒め
合わせる。
⑤全体に油がまわったら、トマト缶をつぶしながら加え弱火
で煮込む。
⑥煮汁が煮詰まってトロミが出たら、いか、砂糖、塩、こし
ょう、オレガノを加え調味し、いかに火が通ったら火を止
め器に盛り、パセリを飾る。

た
り
、
街
頭
に
出
て
啓
発
物
資

の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
忘
れ
て
い
た
人
に
も
ふ
と
、

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
選

挙
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
協
議
会
と
は
い
っ

て
も
、
現
場
に
出
て
活
動
す
る

こ
と
の
ほ
う
が
多
い
で
す
ね
」

と
、
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

今
後
の
明
推
協
の
活
動
に
つ

い
て
「
今
、
明
推
協
の
会
員
は

正
直
な
と
こ
ろ
多
く
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
少
数
精
鋭
と
い
う

よ
り
も
、
少
数
最
精
鋭
で
事
務

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
な
状
態
で
す
ね
。
会
員
を
増

や
し
て
、
組
織
も
よ
り
強
化
し

な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
以
前
、
独
立
し
た
国
の
支

援
の
た
め
に
投
票
箱
を
運
ん
で

い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。
個
人
的
な
考
え

方
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
国
の
始
ま
り

は
選
挙
か
ら
、
選
挙
な
く
し
て

国
は
成
り
立
た
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
国
を
活
か
す
も
殺
す

物
が
姿
を
見
せ
て
く
れ
、
心
を

和
ま
し
て
く
れ
る
。

若
葉
の
森
林
や
平
原
が
延
々

と
ど
こ
ま
で
も
続
く
車
窓
風
景

は
ま
た
最
高
だ
。

眼
下
に
広
が
る
こ
の
景
観
を

見
た
人
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

絶
景
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま

る
で
映
画
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
直

前
で
観
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
名
所
で
の
「
思

い
出
」
は
北
海
道
ら
し
い
雄
大

さ
を
十
二
分
に
満
喫
さ
せ
て
く

れ
、
感
動
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
「
す
ば
ら
し
き
良

き
思
い
出
」
と
な
っ
た
北
の
大

地
北
海
道
の
旅
で
し
た
。

広大な大地を背景に！
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

７
日
と
13
日

21
日
は
、
体
育

館
・
武
道
館
・

弓
道
場
・
薮
塚

球
技
場
は
、
休

館（
休
場
）で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

11
日
・
18
日

25
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
・
千
葉
県
№
20

コ
ー
ス
の
『
海
と
森
を
つ
な
ぐ
み
ち
』

を
歩
き
ま
す
。
海
か
ら
山
へ
と
フ
ィ
ー

ル
ド
が
変
わ
っ
て
い
く
野
趣
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
で
す
。
だ
ら
だ
ら
と
し
た
登
り

道
で
す
が
帰
り
は
ウ
ル
ル
ン
で
す
。

「
内
浦
山
県
民
の
森
」
は
自
然
ゆ
た
か

な
森
で
施
設
が
多
く
、
ゆ
っ
た
り
ひ
と

休
み
で
き
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
20
日
（
日
）
午
前
７

時
30
分
八
積
駅
集
合
　
７
時
59
分
発

勝
浦
行
乗
車

◇
コ
ー
ス

行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
駅→

お
せ
ん
こ
ろ
が
し→

誕
生
寺→

内
浦
山
県
民
の
森→

安
房
小
湊
駅

ま
で
約
13
㎞

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
無
料
、
会
員
以
外

２
０
０
円
（
保
険
代
、
そ
の
他
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
保
障
は
保
険
の
範
囲
以

内
で
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

そ
の
他

◇
締
め
切
り

10
月
12
日
（
土
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９

村
で
は
、「
美
し
い
村
、
花
と
緑
で

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
村
」
を
テ
ー
マ

に
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
家
庭
や
職
場
、
地
区
内
を
花
で
飾

り
、
美
し
い
潤
い
の
あ
る
村
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

生
歩
こ
う
会

10
月
の
例
会
案
内

長長長長

の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
の
開
催

秋秋秋秋
女
性
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り

太
巻
き
寿
し
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
17
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
　
調
理
実
習
室

◇
講
　
師

根
本
光
子
先
生

◇
内
　
容

太
巻
き
寿
し
の
巻
き
方

◇
対
　
象

村
内
在
住
の
女
性

◇
持
参
す
る
も
の

米
５
合
・
エ
プ
ロ

ン
・
フ
キ
ン
・
手
拭
き
・
三
角
巾
・

筆
記
用
具

◇
費
　
用

５
０
０
円
（
申
込
時
に
払
う
）

◇
募
集
人
員

18
人

◇
受
　
付

10
月
19
日
（
土
）
〜
26
日

（
土
）
中
央
公
民
館
窓
口
に
お
い
て

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
受
け
ま
せ
ん
）

巻
き
寿
し
を

作
り
ま
せ
ん
か

太太太太

今
年
も
村
で
は
「
秋
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込

ま
れ
た
人
に
は
、
後
日
花
の
苗
を
配
付

い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
花
の
苗
は
大
勢
の
人
の
目

に
ふ
れ
る
場
所
で
育
て
て
く
だ
さ
い
。

◇
部
　
門

花
壇
の
部

プ
ラ
ン
タ
ー
の
部

◇
参
加
対
象

村
内
各
種
団
体
、
個
人

◇
種
　
類

パ
ン
ジ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
・

ビ
オ
ラ
・
葉
ぼ
た
ん
・
ア
リ
ッ
サ
ム

◇
申
し
込
み

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

◇
締
め
切
り

10
月
17
日
（
木
）

※
花
の
苗
の
配
付
日
程
に
つ
い
て
は
、

後
日
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
連
絡
い

た
し
ま
す
。

あなたも花いっぱい運動に参加しませんか
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九
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

母
恋
へ
ば
炎
と
な
り
て
曼
珠
沙
華

井
下
田
き
よ

瞑
れ
ば
故
人
の
増
え
る
送
り
ま
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

稲
刈
る
や
古
き
背
負
籠
母
の
か
げ
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子

作
曲
の
思
ひ
出
馬
追
轡
虫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

蝉
し
ぐ
れ
病
後
の
妹
に
力
欲
し
　
　
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

鈴
鳴
ら
し
旅
の
一
会
の
踊
笠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

盆
終
へ
て
僧
に
も
あ
り
し
夏
休
み
　
　
　
　
　
　
　
海
津
や
す
は

椋
鳥
の
群
が
つ
ん
ざ
く
屋
敷
森
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
篤
美

名
月
を
仰
ぎ
て
母
娘
露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

大
和
路
や
い
に
し
へ
忍
ぶ
萩
の
波
　
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

図
書
館
へ
か
よ
ふ
晩
学
秋
日
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
幸
江

水
打
ち
て
旅
立
ち
の
風
纏
ひ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
千
代

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
唸
り
を
上
げ
て
残
暑
か
な
　
　
　
　
中
島
て
る
子

夕
月
や
水
音
し
ろ
き
萩
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
英
子

ゆ
っ
く
り
と
車
椅
子
押
し
萩
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

芒
野
に
音
な
く
波
の
広
が
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

逝ゆ

く
夏
や
僅
か
な
未
来
に
夢
も
た
む
　
　
　
　
　
　
御
園
　
英
子

点
す
灯
に
来
て
翅
た
た
む
黄
金
虫
　
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

養
生
に
一
厄
越
ゆ
る
花
芙
蓉

矢
部
　
甲
子

秋
ざ
く
ら
生
家
の
代
も
変
わ
り
け
り
　
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

同
七
五
三
祝
い
を

行
い
ま
す

合合合合
平
成
14
年
度
の
合
同
七
五
三
祝
い

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
15
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

平
成
８
年
４
月
２
日
〜

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
詳
細
は
関
係
者
に
通
知
し
ま
す
。

化
祭
・
産
業

ま
つ
り
を
行
い
ま
す

文文文文
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
『
第
35

回
長
生
村
文
化
祭
』『
第
16
回
長
生
村

産
業
ま
つ
り
』
を
文
化
会
館
・
中
央
公

民
館
・
旧
役
場
跡
地
で
開
催
し
ま
す
。

文
化
祭
で
は
盆
栽
・
菊
花
・
手
芸
・

書
・
写
真
・
絵
画
な
ど
労
作
の
展
示
、

公
民
館
教
室
・
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
の
発
表
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
み
な
さ
ん
が

丹
精
込
め
た
作
品
の
発
表
の
場
と
し
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
る

よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
ま
つ
り
で
は
展
示
、
即

売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
大
抽
選
会
、
も

ち
な
ど
の
無
償
配
布
を
行
い
ま
す
。

※
村
民
文
化
祭
へ
の
出
品
申
し
込
み

は
、「
広
報
ち
ょ
う
せ
い
」
10
月
号
に

折
り
込
み
さ
れ
て
い
る
出
品
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
そ
ば
作
り
体
験
に
参
加
さ
れ
る
人

は
、
10
月
26
日
（
土
）
ま
で
に
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
43
回
長
生
村
民
体
育
祭
を
、
10
月

13
日
（
日
）
に
尼
ケ
台
総
合
公
園
運
動

広
場
で
行
い
ま
す
。

保
育
所
児
童
の
種
目
、
小
学
生
の
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
中
学
生
種
目
と
盛
り

民
体
育
祭
を

開
催
し
ま
す

村村村村

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
14
日
（
体
育

の
日
）
に
順
延
と
な
り
ま
す
。

去年の七五三祝いの様子です
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文化会館・公民館の休館日 

休 館 日 

10月 

５ 
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28  

１ ２ ３ ４ 

 

 

 

   29 30  

  
 

５ ６ ７ ８ ９ 
10 11 12 13 14 15 16

18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

 
  

１ ２ 
３ ４ 

17
 

 
   

  

29 30

11月 

   31

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

プラネタを見て

㊧長谷川　由美さん（南部）
夏の星座が良くわかりまし

た。今度天の川を見てみたい

です。

㊨高橋　佑里さん（大村）
夏の星座は一度勉強したけ

れど改めて関心を持ちました。

文化会館　　32ｰ5100

生
茂
原
親
子
劇
場

エ
ル
マ
ー
の
冒
険

長長長長◇
と
　
き

10
月
20
日
（
日
）

◇
開
　
場

午
前
８
時
30
分

◇
開
　
演

午
前
９
時
30
分

◇
入
場
料

無
料

エ
ル
マ
ー
少
年
は
、
な
か
よ
し
の

ネ
コ
の
ミ
ミ
か
ら
、
ど
う
ぶ
つ
島
に

と
ら
わ
れ
て
い
る
か
わ
い
そ
う
な
リ
ュ

ウ
の
こ
ど
も
の
話
を
き
き
ま
し
た
。

さ
あ
、
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
の
は

じ
ま
り
で
す
。

◇
と
　
き

10
月
12
日
（
土
）

◇
開
　
場

午
後
１
時
30
分

◇
開
　
演

午
後
２
時

◇
入
場
料

前
売
２
、
２
０
０
円

当
日
２
、
５
０
０
円

◇
主
催
・
問
い
合
わ
せ

長
生
茂
原
お
や
こ
劇
場

（
22
）
３
０
０
０

学
校
の
校
内
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
・
文
化
祭

中中中中

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

６
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

カ
ラ
オ
ケ
大
会

第第第第

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 
◇
と
　
き

10
月
30
日
（
水
）

◇
開
　
場

午
前
８
時
30
分

◇
開
　
演

午
前
９
時

◇
入
場
料

無
　
料

秋
番
組

○
秋
の
星
座

○
２
０
Ｘ
Ｘ
年
宇
宙
ホ
テ
ル
ツ
ア
ー

２
０
Ｘ
Ｘ
年
、
い
よ
い
よ
一
般
の

観
光
客
が
宇
宙
へ
旅
立
つ
時
代
が
来

よ
う
と
し
て
い
た
。

人
類
史
上
初
の
宇
宙
滞
在
用
ホ
テ

ル
が
完
成
し
た
の
だ
。

日
常
生
活
を
離
れ
た
宇
宙
と
い
う

空
間
に
浮
か
ぶ
ホ
テ
ル
で
の
、
地
上

と
は
違
っ
た
体
験
を
レ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
物
語
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

◇
上
映
時
間

◇
主
　
催

渡
辺
美
代
子
歌
謡
大
会

実
行
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

神
馬

（
32
）
１
７
３
２

◎
審
査
委
員
長

四
方
　
章
人
先
生

◎
ゲ
ス
ト
歌
手

永
井
　
裕
子

鳴
海
　
耕
一

清
澄
　
三
郎

※
四
方
章
人
先
生
が
初
め
て
文
化
会

館
に
来
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
い
で
く
だ
さ
い
。
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
校庭に、虹は落ちる　　　　　　　　　　赤川　次郎

飛行少女上・下　　　　　　　　　　　伊島　りすと

運命の足音　　　　　　　　　　　　　　五木　寛之

部長漂流　　　　　　　　　　　　　　江波戸　哲夫

コースアゲイン　　　　　　　　　　　　北方　謙三

黒頭巾旋風録　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲

好きよ　　　　　　　　　　　　　　　柴田　よしき

僕のなかの壊れていない部分　　　　　　白石　一文

ハーモニーの幸せ　　　　　　　　　田口　ランディ

ボランティア・スピリット　　　　　　永井　するみ

悪霊　　　　　　　　　　　　　　　　　中上　　紀

よるねこ　　　　　　　　　　　　　姫野　カオルコ

滅びのモノクローム　　　　　　　　　　三浦　明博

米の島　　　　　　　　　　　　　　　　宮本　徳蔵

それ行け！トシコさん　　　　　　　　　群　ようこ

炎精　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎　洋子

食
品
ラ
ベ
ル
の
読
み
方
を

図
解
で
示
し
、
食
品
の
危
険

度
・
不
安
度
を
数
値
化
。
警

告
か
ら
対
策
・
提
案
ま
で
示

し
た
食
品
選
び
の
バ
イ
ブ
ル
。

安
全
な
食
品
を
選
ぶ
た
め
に

役
立
つ
最
新
情
報
・
知
識
を

集
大
成
す
る
。

食
品
の
危
険
度
・

安
全
度
が
わ
か
る
本

辻
　
　
啓
介

ヒ
ト
と
動
物

林
　
　
良
博

日
本
の
動
物
た
ち
は
、
人

間
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
。
将
来
の
望
ま
し
い

関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
必

要
な
視
点
を
、「
家
庭
動
物
」

「
産
業
動
物
」「
野
生
動
物
」

の
３
領
域
に
わ
け
て
、
生
物

学
の
立
場
か
ら
整
理
す
る
。

入りました

「田中真紀子」研究 立花　隆

風のかなたのひみつ島 椎名　誠

万事OK 伊藤　比呂美

おかあさんとあたし

ムラマツエリコ

入院対策雑学ノート

ソルボンヌK子

時の潮 高井　有一

別れてもバカな人 内藤　みか

リクエ トス 本 が

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
王国　　　　　　　　　　　　　　よしもと　ばなな

昭和天皇上　　　　　　　　　　　　ハーバート・　

ビックス

震えるメス　　　　　　　　　　　　　伊野上　裕伸

地球と生きる133の方法　　　　　　　アースディ21

洗濯の名人になる！　　　　　　　　　　阿部　絢子

刺繍のABC 大塚　あや子

染めるって楽しい！　　　　　　　　　我那覇　陽子

子どもおやつ　　　　　　　　　　　　　幕内　秀夫

個人美術館を行く　　　　　　　　　　　塙　　ちと

トコトンやさしい炭の本　　　　　　　　立本　英機

フットサル攻略マニュアル100 須田　芳正

フリーサッカーで世界をめざせ！ 宮崎　昇作

リサイクル楽器を楽しもう　　　　　　上畑　美佐江　

身近な単位がわかる絵事典　　　　　　　村越　正則

動物をまもろう　　　　　　　　　ロジャー・ヒュ―



22

総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

10月１日は就業
構造基本調査の日

就業構造基本調査は、全国で選

ばれた約44万世帯(長生村では七

井土地区と高根新屋敷地区)の15

歳以上の人を対象に行われ、普段

収入になる仕事をしているかどう

かや就業に関する希望について調

査します。この調査結果は国や県

の雇用・失業対策や福祉対策など

各種行政施策を立案する際の基礎

資料となります。

調査対象となる世帯には、統計

調査員が調査票の記入をお願いし

にうかがいますので、よろしくご

協力ください。

◇問い合わせ 企画財政課

32ｰ4743

ささえ合う働く
みんなの労働保険

今月は

県県県県 村村村村 民民民民 税税税税 ・・・・ 国国国国 保保保保 税税税税
介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 料料料料 の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

10・6
長島医院 茂原中央病院 宍倉病院
42ｰ8800 24ｰ1191 24ｰ2171

10・13
よねもと医院 長生内科神経内科 高田整形外科医院
40ｰ1065 24ｰ7752 24ｰ0111

10・14
睦沢診療所 吉田医院 森川病院
44ｰ2236 34ｰ3045 25ｰ2510

10・20
岡田眼科医院 鵜澤医院 山之内病院
42ｰ3529 34ｰ2008 25ｰ1131

10・27
秋場医院 志鎌医院 君塚病院
42ｰ3323 22ｰ5105 25ｰ1811

11・3
鈴木医院 粒良医院 菅原病院
42ｰ3111 25ｰ8580 25ｰ1171

10月は「労働保険適用促進強化

月間」です。働く人を一人でも雇

用されている事業主は、労働保険

（労災保険・雇用保険）に加入す

ることが法律で義務づけられてお

ります。

労働保険は、働く人が労働災害

を被ったり失業した時に役立つも

のです。

なお、パートタイム労働者・派

遣労働者の人も、一定の要件を満

たせば雇用保険が適用されます。

未手続の事業主のみなさんは、

働く人や家族が安心できるようぜ

ひこの機会に加入手続を行ってく

ださい。

◇問い合わせ 千葉労働局労働保

険徴収課　　　043-221-4317

村では「女性起業活動フォロー

アップ事業」に取り組みます。

これは県の補助事業で、女性の

起業活動推進のために村内で生産

された農産物の加工・販売のため

加工所施設を村で整備し、施設の

管理運営は、女性を中心とした加

工所管理運営組合で行ないます。

食品営業許可を受け、味噌・漬

物・弁当・菓子類などを加工・販

売します。

つきましては、この事業に賛同

し加工所管理運営組合に加入する

女性を募集します。加入を希望さ

れる人、又は興味のある人に説明

会を開催しますのでお申し込みく

ださい。

◇申し込み・問い合わせ
産業課　　　32ｰ2114

女性起業者活動の

参加者募集

◇申し込み締切 10月21日（月）

※説明会の日時、場所については、

申し込み者に別途通知します。
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

あなたの声を

上級技術職員を
募集します

九十九里地域水道企業団では、

次のとおり職員を募集します。

◇募集人員 上級技術職（電気）

2人

◇受験資格 昭和53年4月2日～

昭和56年4月1日生まれの人

◇願書受付 10月23日（水）～

11月6日（水）

※募集要項などは10月1日（火）

から配布します。

◇試験日 12月８日（日）

◇問い合わせ 九十九里地域水道

企業団　総務課庶務係

〒283-0068 東金市東岩崎2番

地３　　　0475ｰ54ｰ0631

ふれあいパーティー
参加者募集

長生村結婚相談所では、ふれあ

いパーティーを開催します。今回

は、長柄町のバーベキュー場での

パーティーを計画しました。

あなたも、すてきな出会いをみ

つけませんか？

◇と　き 11月23日（勤労感謝

の日）

◇ところ 長柄町自然休養村セン

ター　バーベキュー場

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 10月21日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 10月20日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 10月21日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 10月18日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 10月21日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

一日合同行政相談所を開設しま

す。登記、税金、年金、福祉、道

路、農地、窓口サービスなど行政

全般に対する苦情、意見・要望は

ありませんか。

◇と　き 10月22日（火）午前

10時～午後4時

◇ところ 千葉市生涯学習センター

１階アトリウムガーデン

◇問い合わせ 総務省　千葉行政

評価事務所　　043ｰ244ｰ1100

農産物加工場の
利用予約受付

今年も味噌づくりの季節が近づ

いてきました。加工場の予約受け

付けを次のとおり行います。

◇受　付 10月15日（火）～10

月31日（木）午前８時30分～

午後５時（希望日が重なった場合

には、抽選となります。１月中は生

活改善研究会の研修期間のため一般

の人は利用出来ません）

◇問い合わせ 産業課

32ｰ2114

※こうじ菌の予約も役場産業課で

行います。また、味噌づくりは寒

仕込みにこだわらず、５～６月で

も十分作ることができます。

※味噌すり機は、無料です。

施設名 区　　分 金　額

団体（４人以上）
400円

加工場
１時間につき

個人
100円

１時間につき

発酵機 １回利用 1,000円

施設・機具使用料金表

聞かせてください

◇募集人員 独身男女各15人

（25歳～45歳まで）

◇参加費 2,000円（男女共）

◇申込期限 11月８日（金）まで

（定員になり次第締切り）

◇申し込み・問い合わせ
産業課　　（32）2114

※詳細については、参加者に別途

通知します。



ニューヨークでのテロ事件
があってから、もう１年が過
ぎました。あの映像がテレビ
で流れると、まだなんとなく
信じられないような気持ちに
なります。最近はいろいろと
物騒なことが起きていますが、
そういった事の無い世の中に
なってくれないものかと願う
ばかりです。 （い）

まわりをパス
テルでぼかし、
いやしを表現し
ました。

長生中
（３年生）

桜の花は、にんじ
んで作ったスタンプ
を押して描いてみま
した。

八積小
（２年生）

市東雅登 くん

平成14年10月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

何にでも興味をもち、いたずら

大好き。今は、ぬいぐるみのプー

さんとよく遊んでいます。

平成13年10月３日生

父・森　博志、母・友子さん

美
み

咲
さき

ちゃん（入山津）

毎日元気いっぱいの優くん。好

奇心旺盛で家中を探検してまわる

のが大好きです！！

平成13年10月１日生

父・行木　雅夫、母・和美さん

優
ゆう

輝
き

ちゃん（岩沼）

亜熱帯や熱帯地域ではよく見る

ことができるさつま芋の花ですが、長生村

などこの地域ではなかなか見ることのできない大変

珍しい花です。色は淡紅色で葉の付けねから伸び出た柄に直径

５㎝くらいの花を付けます。ちょうど村の花「ハマヒルガオ」によく

似た漏斗状の花です。 （撮影地：大坪西）

さつま芋の花

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

森川友香 さん

花びら１つひと
つをていねいにか
きました。数が多
いので大変でし
た。

高根小
（６年生）

酒井有美 さん

この広報は再生紙を使用しています。


